
 

 

 
・ ことばが難しい 

・ 一般市民にとって分かりにくい 

・ 放置自転車やタバコならわかりやすい 

・ 違いがわかりにくい 

・ 生活の中で何が変わるのかわからない 

・ 具体的な項目や実施計画を表示して欲しい 

・ カタカナ言葉ではなく日本語にすべき 

・ 相互提案の条文はわかりにくい 

・ サブタイトルがあるとよい 

市の実施体制 
・ 市民参画の主導権は市にあるようだ 

・ 市民参加が少なかったせいで取り入れられな

かった意見がある 

・ 過去のタウンミーティングでバカにするよ

うな発言があった 

・ 様々な立場の市民が関わるように、

様々な立場の関連部署が関わるように

したい。 

議会との関係 
・ 議会の役割はどうなるのか？ 

市民参画手法 
・ 視覚障害者のための録音テ

ープ化が必要 

・ 市民参画する人の選考方法は？ 

・ 多人数による市民ワークショ

ップなら多くの公募市民の声

を反映できる 

行政評価 
・ 評価段階の市民参画はイメ

ージしにくい 

・ 施策の優先順位付けが重要 

市民意見提案制度 
・ 自発的に提出した意見を市

政に反映できる体制確保の

実現に期待（13条） 

・ 日常の関心事について市民

参画できるようにしたい。 

・ 行政案の前に市民の意見を

くむことが大事。 

・ 素朴な提言、意見、注文の

提案方法が必要 
審議会のあり方 

・ バランスの良い公平な人選 

・ 審議会が増えそうで心配 

・ 委員の年代バランスが重要 

・ 公募委員は３割以上 

・ 男女比率は半々にしてほしい 

・ 任期を守り、交替していく方

向にしてほしい 

・ 結論ありきのアリバイづくり

にならないようにしてほしい 

市民参画のチェック体制 
・ 意見聴取するかどうかの基

準と監視が甘い 

・ 市民自治審議会の独立性

が大事 

・ 評価の実施判断を実施機

関にまかせて大丈夫か？ 

職員の理解 
・ 職員の周知徹底が必要 

市民と市の責務 
・ 市民は責務ではなく役割にすべき 

・ 拘束ではなく、個人の自由 

・ 責務を課すと自主性が損なわれ、下

請けになってしまうように思われる 

市の実施体制 
・ 市民活動が下請けになってしまうのは

市に問題がある 

・ 市がボランティア活動に賛同するのは歓迎 

・ 市民活動を市の下請けや安価なお手

伝いにしてはならない 

・ 市民活動がやるべきことは行政はやる

べきでない 

・ 説明職員の心意気が感じられない 

・ 市民活動の担当課は足を使って、情報

交流すべきだ 

・ 担当者が異動しても継続性が保てる体

性づくり 

職員の理解 
・ 職員によって理解度が違う 

・ 職員の気持ちを知りたい 

市民活動の課題 
・ 資金面で苦労 

・ 協力者、ボランティアが集まらない 

・ ボランティア団体の自立が重要だ 

・ うまくいく運営方法が知りたい 

・ 補助金、助成金の申請方法を知りたい 

≪市民と市の責務≫ 
・ 市の責務は「なりません」でよい 

・ 市民の責務はもっとやさしいことばがよい 

・ 市民が意見を自由に述べるとともに、責

務を果たすらことも大事 

・ 責務だと堅い印象がある 

・ 日本国憲法の自由と責任の精神を生

かす条例であってほしい 

≪ＰＲ≫ 
・ 広報やＨＰを使ってもうまく伝わらない 

・ ＴＶなどを使ってＰＲすべきだ 

・ ＴＭ参加者が少ない 

≪タウンミーティングのあり方≫ 
・ 具体的・身近なまちづくりの話でなければ意

味がない 

・ パソコンより、ことばによる具体的説明の方

がわかりやすい 

・ 単に条文の説明では意見は出せない。 

・ タウンミーティングは平日と休日にやってほ

しい 

・ このタウンミーティングで市民の理解が得ら

れたと思われても困る 

・ 資料と条文と図解の突合せで説明してほしい 

・ 事前資料による勉強が必要 

・ 説明がわかりづらい 

≪条例の必要性≫ 
・ 何となく必要なものだと思う 

・ 市の責務や手続きの明確化は重要 

・ 人のために役立ちたいという気持ち

を大切にする条例は重要 

・ 重要な条例なので良いものにしてほ

≪両条例に共通する理念≫ 
・ 思いつきの意見に責任を押し付けられない雰囲気づくりが大事 

・ 行政に頼るばかりでなく、自分のできることをし、人の役に立つ生活

を送れる社会になってほしい 

・ 過度の干渉ではなく、さらりと助け合える社会づくりための条例 

・ 行政と市民が、参画推進と活動促進の共通認識を持つことが大事。 

・ 自治の基本は住んでいる人ではないか？ 

・ 条例や規則を守り、参加していくことが大切 

≪条例の位置づけ≫ 
・ これから、いろんな条例をつくるのか？ 

・ 両条例は同時につくる必要があったのか？ 

市民参画の基本理念 
・ 市民参画は市民が行政に積極的に

協力するということなのか？ 

・ サイレントマジョリティのニーズ発掘

は大切 

・ 大都市の見知らぬ市民同士の意見

調整のための条例であってほしい 

・ 市民活動の基本理念は市民参画に

こそ大切 

市民活動の基本理念 
・ 基本理念は「価値」としてはどうか 

・ 自発性、先駆性、創造性、継続などは

大切な言葉だ 

・ 小さなコミュニティ単位で循環するシス

テムが大事 

・ 協働は積み重ねが大事 

・ 市民活動は努力・勤勉・誠実さが大事 

・ 行政と市民活動の区分けを明確にするのか？ 

・ 自治基本条例上の位置づけは？ 

・ 多様な価値観、少数意見が大事。 

市民活動促進施策 
・ 市民税１％制度助成ルールの導入 

・ 公民館などの使用料の免除 

・ 市民活動の促進はＮＰＯを増やすこ

となのか？ 

・ 自立して活動できる環境整備が大事 

≪市と市民の情報共有≫ 
・ 行政は専門家として助言を的確に提供すべきだ 

・ 市民の自覚を促すために、きめ細かな情報が必要 

・ 市民は、市がやっていることを知らない。 

・ 意見をどこに言っていいかわからない 

・ 協働の相互提案は情報共有が大前提 

・ 市民活動団体が市民に知られていない 

・ 情報共有は対等な関係の基本 

指針策定 
・ 現指針を尊重してほしい。 

・ 現指針とどのような違いになるのか？ 


